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日
中
戦
争
下
で
拍
車
か
か
る

国
民
監
視
・
統
制
の
強
化

灘
灘
醗

私
た
ち
は
い
か
な
る
地
点
に
立
た
さ
れ
て
い
る
か
●

 
小
渕
、
森
、
小
泉
、
そ
し
て
、
安
倍
政
権
と
続
く
政
権
下
で
、
昭
和
初
期

と
同
質
の
政
治
体
制
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
四
五
年
八
月

か
ら
、
い
く
つ
か
の
曲
が
り
角
を
経
て
き
た
戦
後
日
本
の
歩
み
の
な
か

で
、
私
は
コ
九
九
九
年
」
と
い
う
年
を
強
く
記
憶
に
留
め
る
べ
き
だ

と
考
え
て
き
た
。
私
は
、
そ
の
コ
九
九
九
年
」
を
「
新
た
な
戦
前
」

の
始
ま
り
と
捉
え
、
そ
れ
以
後
の
政
治
体
制
を
「
一
九
九
九
年
体
制
」

 
 
 
 
ハ
ユ
ソ

と
定
義
し
た
。

 
す
な
わ
ち
、
こ
の
年
の
第
一
四
五
国
会
で
は
二
〇
七
日
間
の
会
期
中

に
周
辺
事
態
磨
翌
�
ﾍ
じ
め
、
国
旗
・
国
歌
磨
浴
A
盗
聴
磨
浴
A
住
民
基
本
台

帳
磨
浴
A
地
方
分
権
一
括
磨
浴
A
中
央
省
庁
等
改
革
関
連
磨
翌
�
ﾍ
じ
め
、

「
改
正
」
を
含
め
て
＝
二
八
件
の
磨
覧
･
が
成
立
し
て
い
た
。
当
時
、
小

渕
内
閣
は
自
自
公
の
相
乗
り
に
よ
っ
て
、
懸
案
処
理
国
会
の
名
の
も
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
せ
い

に
、
文
字
通
り
非
民
主
的
な
方
磨
翌
ﾉ
よ
っ
て
一
気
呵
成
に
磨
乱
ｧ
化
を
図

っ
た
。
そ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
私
た
ち
の
民
主
的
な
諸
権
利
が

次
々
に
奪
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
た
だ

 
戦
後
政
治
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
戦
後
日
本
は
平
和
憲
磨
翌
�
ﾕ
き

な
が
ら
も
、
日
米
安
保
条
約
を
主
軸
と
す
る
日
米
同
盟
に
よ
っ
て
経
済

発
展
に
遭
進
し
て
き
た
。
日
米
安
保
を
基
軸
と
す
る
日
米
関
係
は
、
国

際
社
会
に
お
け
る
冷
戦
構
造
に
も
支
え
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
圧
力
と
要

請
と
い
う
口
実
の
も
と
で
経
済
同
盟
関
係
か
ら
軍
事
同
盟
関
係
へ
と
変

容
す
る
。
そ
の
よ
う
な
動
き
の
な
か
で
、
戦
後
日
本
が
追
求
し
て
き
た
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は
ず
の
市
民
一
人
一
人
の
責
任
を
踏
ま
え
た
自
由
社
会
の
構
築
と
い
う

目
標
が
、
明
ら
か
に
国
家
主
導
に
よ
る
「
国
民
」
の
管
理
と
統
制
を
基

軸
に
据
え
た
管
理
社
会
へ
と
急
旋
回
を
な
し
つ
つ
あ
る
現
実
に
直
面
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
軍
国
主
義
を
基
調
と
す
る

政
治
社
会
思
想
や
体
制
へ
の
回
帰
あ
る
い
は
再
生
と
し
て
あ
る
。

 
戦
前
へ
の
回
帰
、
あ
る
い
は
戦
前
の
再
生
と
い
う
現
実
に
直
面
し
て

い
る
私
た
ち
は
、
現
在
を
よ
り
リ
ア
ル
に
捉
え
る
た
め
、
日
中
全
面
戦

争
開
始
七
〇
周
年
に
あ
た
る
い
ま
、
あ
ら
た
め
て
か
つ
て
の
軍
国
主
義

体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
く
歴
史
過
程
を
、
現
在
の
視
点
か
ら
繰
り
返
し

読
み
返
す
事
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
小
論
は
、
特
に
日
中
全

面
戦
争
開
始
の
年
に
成
立
し
た
改
正
軍
求
藍
ﾛ
護
磨
翌
�
?
S
に
国
民
監
視

体
制
が
強
め
ら
れ
て
い
く
過
程
と
国
民
監
視
と
弾
圧
の
諸
相
を
追
っ

た
。
こ
こ
で
は
、
準
戦
時
体
制
か
ら
戦
時
体
制
と
い
う
政
治
社
会
の
変

容
を
整
理
し
な
が
ら
、
一
九
三
七
年
か
ら
七
〇
年
を
経
過
し
た
二
〇
〇

七
年
の
今
日
と
の
酷
似
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

強
化
さ
れ
る
国
民
監
視
・
動
員
シ
ス
テ
ム
●

 
明
治
国
家
は
成
立
時
か
ら
国
民
(
明
治
憲
磨
莱
ｺ
で
は
「
臣
民
」
と
呼

ば
れ
た
)
を
管
理
し
、
戦
争
時
に
は
動
員
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
た

め
に
、
平
時
か
ら
国
民
管
理
シ
ス
テ
ム
を
用
意
し
て
き
た
。
言
う
な
ら

ば
、
明
治
国
家
は
そ
の
成
立
当
初
か
ら
民
衆
動
員
・
管
理
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
平
時
の
戦
時
化
、
あ
る
い
は
戦
時
の
平
時
化
を
志
向
し
て
き
た

と
言
え
る
。
そ
こ
で
は
国
民
の
権
利
や
自
由
が
著
し
く
制
限
さ
れ
、
不

当
な
人
権
侵
害
が
横
行
す
る
。
国
家
が
人
権
を
日
常
的
に
侵
し
続
け
た

の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
国
民
は
国
家
の
戦
争
発
動
へ
の
企
み
を
く
い

止
め
る
術
を
失
っ
て
い
く
。
戦
前
国
家
が
行
っ
た
戦
争
発
動
が
、
さ
し

て
国
内
で
の
抵
抗
を
受
け
る
こ
と
な
く
強
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

た
極
め
て
重
大
な
原
因
と
し
て
、
こ
の
民
衆
動
員
・
管
理
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
事
実
、
近
代
日
本
国
家
は
、
実
に
戦
争
に
よ
っ
て
国
家
を
養
っ
て
き

た
戦
争
国
家
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
戦
争
に
民
衆
を
動
員
し
て
い
く

た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
整
備
や
国
防
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
流
布
が
、
重
要

な
国
家
政
策
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
民
衆
は
軍
事
求
蘭
ｧ
の
厚
い
べ

 
 
 
お
お

ー
ル
に
蔽
わ
れ
た
軍
事
政
策
や
軍
事
関
連
情
報
か
ら
一
切
遮
断
さ
れ
、

し
か
も
政
府
・
軍
当
局
に
よ
る
情
報
操
作
・
統
制
に
よ
っ
て
、
当
局
に

都
合
の
よ
い
情
報
だ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
も

あ
っ
て
、
民
衆
は
常
に
正
確
な
情
報
に
よ
る
軍
事
政
策
へ
の
批
判
が
許

さ
れ
ず
、
軍
事
関
係
の
情
報
は
軍
当
局
者
か
、
そ
の
関
係
者
に
よ
っ
て

独
占
さ
れ
て
い
た
。
軍
当
局
者
は
民
衆
の
基
本
的
人
権
を
徹
底
し
て
制

限
し
、
国
家
政
策
と
り
わ
け
戦
争
政
策
へ
の
批
判
的
な
活
動
や
運
動
を

厳
し
く
取
り
締
ま
る
方
針
を
採
用
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

制
で
あ
り
、
こ
の
磨
欄
I
規
制
に
支
え
ら
れ
て
実
際
の
政
治
過
程
で
実
施

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぼ
う
ち
ょ
う

さ
れ
た
民
衆
の
監
視
・
統
制
を
目
的
と
す
る
一
連
の
政
策
を
防
諜
政

策
と
言
う
。
防
諜
政
策
は
、
一
八
九
九
(
明
治
三
二
)
年
七
月
に
公
布
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さ
れ
た
軍
求
藍
ﾛ
護
磨
翌
ｩ
ら
開
始
さ
れ
る
。
そ
れ
が
日
本
フ
メ
翼
V
ズ
ム
の

民
衆
統
合
・
動
員
政
策
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
以

後
の
国
家
総
力
戦
段
階
に
お
い
て
は
、
よ
り
強
力
な
戦
争
指
導
態
勢
を

確
立
す
る
手
段
と
し
て
、
民
衆
の
軍
事
体
制
へ
の
強
制
的
な
統
合
と
、

民
衆
の
国
家
政
策
へ
の
積
極
的
か
つ
自
発
的
な
同
調
と
支
持
が
基
本
条

件
と
な
る
。
こ
う
し
た
相
互
に
矛
盾
す
る
二
面
性
を
解
決
す
る
手
段
と

し
て
、
政
府
・
軍
当
局
が
採
用
し
た
の
が
防
諜
政
策
で
あ
っ
た
。

 
そ
れ
は
ま
た
日
本
フ
メ
翼
V
ズ
ム
の
担
い
手
に
よ
っ
て
、
民
衆
動
員
を

可
能
な
限
り
抵
抗
な
く
進
め
る
う
え
で
の
格
好
の
手
段
と
さ
れ
た
。
同

時
に
防
諜
政
策
は
、
単
に
秘
密
保
護
と
い
う
名
目
に
と
ど
ま
ら
ず
、
民

衆
の
自
発
的
戦
争
協
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
出
す
に
も
極
め
て
有
効

な
政
策
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
防
諜
政
策
は
基
本
的
に
二
つ
の
側
面
を

合
わ
せ
持
っ
て
い
た
。
ひ
と
つ
は
軍
求
藍
ﾛ
護
磨
翌
竝
走
h
保
安
磨
翌
ﾉ
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
磨
欄
I
実
行
力
を
と
も
な
う
治
安
弾
圧
磨
雷
K
と
し
て
表
現

さ
れ
る
側
面
、
も
う
ひ
と
つ
は
天
皇
制
国
家
支
配
原
理
に
連
続
す
る
日

本
精
神
・
国
防
意
識
を
喚
起
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
表
現
さ
れ
る

側
面
で
あ
る
。

 
こ
の
両
面
性
を
も
つ
防
諜
政
策
が
、
軍
事
体
制
の
進
行
と
平
行
し
て

国
民
動
員
と
い
う
段
階
か
ら
、
国
民
統
制
・
管
理
、
さ
ら
に
は
国
民
監

視
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
一
連
の
防
諜
対
策
は
、
そ
の
完
全
な
る
履
行

を
理
由
に
民
衆
排
除
・
処
刑
へ
と
突
き
進
む
可
能
性
を
持
っ
た
政
策
で

あ
っ
た
。
こ
の
政
策
は
世
界
的
規
模
で
戦
わ
れ
た
第
一
次
世
界
大
戦

(一

繹
齊
l
～
一
九
一
八
年
)
を
画
期
と
し
て
お
り
、
国
家
総
力
戦
と

呼
ば
れ
た
新
た
な
戦
争
形
態
の
出
現
は
、
武
力
戦
の
比
重
を
低
下
さ

せ
、
軍
事
力
だ
け
で
な
く
工
業
力
・
政
治
力
・
精
神
力
な
ど
国
家
の
総

合
力
で
勝
敗
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
国
家
総
力
戦
論
の
考

え
方
を
広
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

 
な
か
で
も
、
大
戦
終
了
直
後
か
ら
日
本
陸
軍
内
で
は
、
将
来
の
戦
争

が
一
層
徹
底
し
た
国
家
総
力
戦
と
し
て
戦
わ
れ
る
と
予
測
し
、
第
一
次

世
界
大
戦
の
教
訓
に
も
と
づ
き
、
国
家
総
力
戦
段
階
に
適
応
し
た
軍
装

備
の
近
代
化
や
軍
需
生
産
能
力
の
強
化
を
早
急
の
課
題
に
す
べ
き
だ
と

説
く
革
新
的
な
軍
事
官
僚
が
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
軍
事
官
僚

を
中
心
に
、
国
家
総
力
戦
を
戦
い
抜
く
だ
け
の
強
力
な
政
治
体
制
、
い

わ
ゆ
る
国
家
総
力
戦
体
制
づ
く
り
を
、
今
後
一
貫
し
た
日
本
の
国
家
目

標
と
す
る
よ
う
主
張
し
た
勢
力
が
、
以
後
政
府
・
軍
内
部
で
の
発
言
力

を
強
め
て
い
く
。

 
彼
ら
は
国
家
総
力
戦
に
備
え
て
国
民
の
思
想
的
・
精
神
的
団
結
力
の

強
化
、
長
期
戦
に
耐
え
る
国
民
の
国
防
意
識
の
昂
揚
、
国
家
へ
の
忠
誠

心
の
深
ま
り
な
ど
、
軍
事
領
域
外
の
問
題
に
ま
で
関
心
を
向
け
て
い

く
。
こ
う
し
た
新
た
な
関
心
領
域
を
武
力
戦
以
外
の
平
時
に
お
け
る

〈
戦
争
〉
と
い
う
意
味
で
思
想
戦
と
呼
ぶ
。
思
想
戦
を
平
時
か
ら
準
備

す
る
た
め
、
早
く
も
一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
、
国
家
総
力
戦
を
想
定

し
た
国
防
思
想
の
宣
伝
普
及
が
開
始
さ
れ
る
。

 
こ
の
時
代
は
、
国
の
内
外
で
軍
備
縮
小
を
求
め
る
世
論
が
活
発
と
な

り
、
軍
拡
を
強
行
す
る
軍
当
局
へ
の
風
当
た
り
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
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で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
経
済
の
慢
性
的
不
況
に
よ
る
生
活
条
件

の
悪
化
を
原
因
と
し
た
国
内
政
治
・
社
会
状
況
の
混
乱
は
、
国
家
総
力

戦
準
備
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
軍
当
局
者
に
深
刻
な
危
求
頼
ｴ
を
与
え

況
を
打
開
す
る
た
め
、
思
想
戦
準
備
を
口
実
と
し
た
国
家
総
力
戦
体
制

づ
く
り
に
本
格
的
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
る
。

 
例
え
ば
、
陸
軍
省
内
に
設
置
さ
れ
た
国
防
思
想
普
及
委
員
会
は
、
一

九
三
〇
(
昭
和
五
)
年
に
「
昭
和
五
年
度
国
防
思
想
普
及
に
関
す
る
計

画
」
を
作
成
し
て
全
軍
に
通
牒
し
、
各
師
団
に
国
防
宣
伝
費
を
配
当
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ね

て
国
防
の
宣
伝
普
及
に
本
腰
を
入
れ
始
め
て
い
た
。
さ
ら
に
、
陸
軍
当

局
は
、
一
九
三
四
(
昭
和
九
)
年
一
〇
月
に
陸
軍
省
新
聞
班
が
作
成
し

た
「
国
防
の
本
義
と
そ
の
強
化
の
提
唱
」
(
通
称
「
陸
軍
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
)
、
翌
年
一
月
に
陸
軍
省
調
査
班
が
作
成
し
た
「
対
内
国
策
要
綱
案

に
関
す
る
研
究
」
、
一
九
三
七
(
昭
和
一
二
)
年
二
月
に
陸
軍
省
新
聞

班
が
全
国
各
師
団
に
通
牒
し
た
「
時
局
宣
伝
計
画
」
に
代
表
さ
れ
る
国

防
宣
伝
計
画
を
、
講
演
・
新
聞
・
ラ
ヂ
オ
・
映
画
な
ど
の
方
磨
翌
ﾉ
よ
っ

て
実
行
に
移
そ
う
と
し
た
。

 
ま
た
、
林
銑
十
郎
内
閣
時
代
に
内
閣
情
報
委
員
会
が
立
案
し
た
「
国

民
運
動
方
策
」
に
端
を
発
す
る
国
民
精
神
総
動
員
運
動
は
、
盧
溝
橋
事

件
を
発
火
点
と
す
る
日
中
全
面
戦
争
開
始
の
年
で
あ
る
一
九
三
七
(
昭

和
一
二
)
年
の
八
月
二
四
日
、
近
衛
文
麿
内
閣
時
に
日
中
戦
争
全
面
化

に
対
応
す
る
国
民
思
想
動
員
運
動
へ
と
引
き
継
が
れ
、
そ
の
規
模
を
一

段
と
拡
大
す
る
方
向
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
政
府
は
、
同
年

九
月
一
三
日
に
「
国
民
精
神
総
動
員
実
施
要
綱
」
を
発
表
し
た
。
そ
れ

は
、
こ
れ
よ
り
先
の
同
月
二
日
の
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
「
支
那
事
変
に

適
用
す
べ
き
国
家
総
動
員
要
綱
」
の
主
旨
に
し
た
が
っ
て
作
成
さ
れ
た

「
国
民
教
化
運
動
方
策
」
と
、
「
時
局
に
関
す
る
宣
伝
方
策
」
の
具
体
化

と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
日
中
全
面
戦
争
の
開
始
が
、
国

民
の
監
視
・
統
制
を
一
段
と
強
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 
「
国
民
教
化
運
動
方
策
」
は
、
「
難
局
を
打
開
し
帝
国
の
興
隆
を
図
る

為
、
我
尊
厳
な
る
国
体
に
基
き
尽
忠
報
国
の
精
神
を
振
起
し
て
之
を
日

常
の
兼
務
生
活
の
内
に
実
践
」
す
る
と
い
う
国
民
精
神
総
動
員
運
動
の

主
旨
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
、
各
省
庁
を
含
め
て
政
府
総
掛
か
り
で
進
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

ら
れ
た
運
動
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
言
う
「
尽
忠
報
国
の
精
神
」
と
は
、

国
家
に
絶
対
的
な
忠
誠
を
尽
く
す
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
の
運
動
の
目

的
は
、
天
皇
を
頂
点
と
す
る
政
治
体
制
を
無
条
件
で
受
け
入
れ
る
国
民

づ
く
り
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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思
想
戦
対
策
の
一
環
と
し
て
●

 
こ
う
し
た
一
連
の
諸
政
策
の
根
底
に
は
、
平
時
か
ら
国
防
体
制
を
強

固
に
し
て
お
く
た
め
、
国
民
各
自
の
国
防
意
識
の
充
実
が
不
可
欠
だ

と
す
る
軍
当
局
者
の
考
え
が
あ
っ
た
。
同
様
な
認
識
か
ら
、
陸
軍
当

局
は
諜
報
・
防
諜
な
ど
秘
密
戦
へ
の
関
心
を
深
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た
。 

例
え
ば
、
一
九
二
五
(
大
正
一
四
)
年
一
二
月
二
一
日
に
参
謀
本
部
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総
務
部
長
阿
部
信
行
(
後
首
相
)
の
名
で
作
成
さ
れ
た
「
保
安
情
報
等

 
 
 
 
 
る
 

に
関
す
る
件
」
に
は
、
「
諜
報
宣
伝
及
謀
略
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
及

事
変
又
は
戦
時
に
際
す
る
之
か
適
切
な
る
治
安
磨
翌
ﾉ
関
す
る
研
究
を
更

に
徹
底
せ
し
め
又
我
が
国
家
の
保
安
を
脅
威
す
る
か
煤
翌
ｫ
思
想
を
実
現

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ま
び
ら
か

せ
ん
と
す
る
勢
力
日
に
加
は
ら
ん
と
す
る
現
況
に
於
て
詳
に
海
外
に

於
け
る
此
の
種
思
想
と
活
動
の
情
況
を
督
し
国
内
に
於
け
る
反
影
を
観

氏
翌
ｵ
他
の
部
局
当
事
者
と
連
絡
し
事
変
又
は
戦
時
に
於
け
る
対
策
を
確

立
す
る
の
基
礎
を
提
供
す
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

 
国
民
の
思
想
動
向
を
踏
ま
え
、
日
常
の
監
視
体
制
づ
く
り
に
向
け
て

の
基
本
方
針
が
要
約
さ
れ
、
こ
こ
で
は
「
事
変
又
は
戦
時
」
を
想
定
し

て
の
平
時
準
備
と
い
う
こ
と
に
あ
く
ま
で
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
軍

当
局
は
国
家
総
力
戦
を
意
識
し
て
諜
報
・
防
諜
を
重
視
し
、
こ
の
段
階

で
は
そ
れ
を
一
種
の
治
安
磨
雷
K
と
し
て
見
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
二
・
二
六
事
件
(
一
九
三
六
年
)
以
後
軍
部
勢
力
は
政
治
発
言

力
を
増
大
し
、
国
内
の
軍
事
体
制
化
を
進
め
る
一
方
で
、
当
時
陸
軍
次

官
で
あ
っ
た
梅
津
美
治
郎
が
内
閣
書
記
官
長
の
藤
沼
庄
平
宛
に
「
国
防

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
の
求
蘭
ｧ
保
護
に
関
す
る
意
見
」
を
通
牒
し
て
い
た
。

 
そ
の
な
か
の
「
諜
報
活
動
の
実
相
」
の
項
で
は
、
「
将
来
戦
が
武
力

戦
の
み
な
ら
ず
思
想
戦
、
経
済
戦
を
生
起
し
帝
国
の
内
外
至
る
処
在
れ

戦
場
た
ら
ざ
る
な
き
状
態
を
呈
し
軍
部
は
勿
論
官
民
一
致
挙
国
一
体
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ど
 
ど

以
て
戦
争
に
従
事
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
今
更
ら
吹
科
す
る
の
要
な
し

い
え
ど
も

と
錐
経
済
戦
、
思
想
戦
に
関
す
る
帝
国
の
平
時
準
備
並
訓
練
の
未
だ

充
分
な
ら
ざ
る
は
否
む
べ
か
ら
ざ
る
事
実
な
り
」
と
指
摘
し
、
将
来
の

国
家
総
力
戦
に
備
え
て
思
想
戦
・
経
済
戦
へ
の
平
時
準
備
の
徹
底
こ

そ
、
文
字
通
り
国
家
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

 
さ
ら
に
続
け
て
、
「
将
来
戦
に
於
け
る
勝
利
の
要
諦
は
武
力
を
主
管

す
る
軍
が
平
時
よ
り
営
々
と
し
て
戦
争
準
備
を
怠
ら
ざ
る
か
煤
翌
ｭ
思
想

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
 
 
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ

戦
、
経
済
戦
を
主
質
す
る
官
民
亦
孜
々
と
し
て
之
れ
が
対
策
を
考
究
準

備
し
一
朝
有
事
の
時
一
糸
不
乱
各
最
大
能
力
を
発
揮
し
以
て
敵
国
を
覆

滅
す
る
に
在
り
」
(
同
前
)
と
記
し
、
軍
部
が
積
極
的
に
思
想
戦
・
経

済
戦
の
主
導
権
を
握
り
、
国
家
総
力
戦
体
制
づ
く
り
に
向
け
軍
部
の
政

治
力
を
一
段
と
強
化
す
る
考
え
を
あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
い
た
。

 
国
家
総
力
戦
体
制
づ
く
り
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
軍
部
勢
力
の
台
頭

と
国
内
の
軍
事
体
制
の
進
行
と
い
っ
た
政
治
状
況
を
背
景
に
、
軍
求
藍
ﾛ

護
磨
?
一
八
九
九
年
七
月
一
五
日
公
布
)
の
全
面
的
な
改
正
案
が
第
七

〇
回
通
常
議
会
(
一
九
三
六
年
一
二
月
二
六
日
開
会
)
に
提
出
さ
れ

た
。
同
磨
莱
?
ｳ
案
が
国
家
総
力
戦
準
備
の
延
長
上
に
発
案
さ
れ
た
磨
来
ﾄ

で
あ
っ
た
。
B
中
全
面
戦
争
の
な
か
で
、
改
正
案
の
緊
急
性
が
説
か
れ

た
結
果
、
貴
族
堰
翌
ﾅ
の
審
議
は
わ
ず
か
五
日
後
の
七
月
三
〇
日
に
修
了

し
、
磨
来
ﾄ
が
可
決
さ
れ
た
。
次
い
で
衆
議
堰
翌
ﾅ
も
八
月
七
日
に
可
決
・

成
立
す
る
と
い
う
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
審
議
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、

八
月
一
四
日
に
は
磨
覧
･
第
七
二
号
と
し
て
全
面
改
正
さ
れ
た
軍
求
藍
ﾛ

護
磨
翌
ｪ
公
布
さ
れ
、
一
〇
月
一
〇
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
運
び
と
な
っ

た
。
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強
ま
る
国
民
監
視
と
統
制
●

 
日
中
全
面
戦
争
を
境
に
国
内
の
軍
事
体
制
化
は
、
軍
事
の
名
に
よ
る

律
の
違
反
者
が
続
出
す
る
の
も
、
こ
の
時
代
の
大
き
な
特
徴
で
あ
っ

た
。
例
え
ば
、
内
務
省
警
保
局
編
『
外
事
警
氏
頼
T
況
』
に
は
、
陸
軍
刑

 
 
 
 
 
 
 
よ
う
さ
い

の
違
反
摘
発
例
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付

し
な
が
ら
そ
の
一
部
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

 
一
九
三
七
(
昭
和
一
二
年
)
年
八
月
以
降
、
軍
求
藍
ﾛ
護
磨
翌
ｪ
早
く
も

頻
繁
に
適
用
さ
れ
た
結
果
、
同
資
料
に
は
違
反
摘
発
例
が
相
次
ぎ
記
録

な
ど
の
処
分
と
な
っ
て
お
り
、
改
定
当
初
に
お
い
て
実
刑
判
決
例
は
記

録
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
敬
称
は
省
き
、
年
齢
は
事
件
当
時
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

 
先
ず
、
尼
岡
綱
三
(
大
阪
中
央
電
信
局
監
査
課
通
信
書
記
・
三
九

歳
)
は
、
八
月
二
日
の
海
軍
充
員
下
令
や
陸
軍
第
三
次
動
員
な
ど
の
事

実
を
、
近
親
者
に
封
書
・
葉
書
に
て
通
知
し
た
と
し
て
「
軍
求
藍
ﾛ
護

磨
浴
v
第
二
・
三
条
違
反
の
罪
に
問
わ
れ
、
＝
月
一
八
日
に
書
類
送
致

第
一
〇
〇
条
に
よ
り
起
訴
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
軍
求
藍
ﾛ
護
磨
翌
ﾌ
第

三
条
は
、
業
務
に
よ
り
軍
事
上
の
秘
密
を
知
得
・
領
有
し
た
者
へ
の
処

罰
規
定
で
あ
り
、
尼
岡
は
職
業
上
軍
事
求
蘭
ｧ
に
接
触
で
き
る
立
場
に
あ

に
よ
り
処
罰
さ
れ
た
最
初
の
例
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
尼
岡
自
身
、
知

得
・
入
手
し
た
と
さ
れ
た
事
実
を
近
親
者
に
通
知
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
そ
れ
ら
が
「
軍
事
上
の
秘
密
」
で
あ
る
と
の
認
識
は
皆
無
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

 
同
様
な
例
と
し
て
、
千
葉
県
安
房
郡
館
山
在
住
の
土
屋
時
次
郎
(
料

理
営
業
・
五
七
歳
)
は
、
木
更
津
海
軍
航
空
隊
に
服
務
中
の
三
男
輝
雄

か
ら
の
通
信
で
知
得
し
た
情
報
を
軍
事
秘
密
と
知
り
つ
つ
、
知
人
数
名

に
伝
言
し
た
と
し
て
、
尼
岡
と
同
じ
く
第
三
条
違
反
で
起
訴
猶
予
処
分

と
な
っ
た
。
尼
岡
の
事
例
が
、
「
軍
事
上
の
秘
密
」
の
直
接
入
手
で
起

訴
処
分
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
土
屋
の
場
合
間
接
入
手
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
起
訴
猶
予
処
分
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
土
屋
の
場
合
は

「
軍
事
上
の
秘
密
」
と
知
り
な
が
ら
他
者
に
伝
言
し
た
と
さ
れ
、
し
か

も
尼
岡
よ
り
も
軽
い
処
分
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
両
事
例
の
整
合
性

に
疑
問
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

 
そ
の
他
、
軍
事
施
設
や
移
動
中
の
部
隊
に
偶
然
遭
遇
し
、
写
真
撮
影

を
行
っ
た
者
が
厳
重
説
浴
翌
ﾌ
う
え
フ
ィ
ル
ム
を
没
収
さ
れ
た
例
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
そ
の
職
業
や
身
分
か
ら
し
て
、
一
般
常
識
以

上
の
軍
事
関
係
の
知
識
・
情
報
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
は
思
わ
れ

ず
、
単
に
記
念
写
真
を
残
し
た
い
一
念
か
ら
出
た
行
為
に
過
ぎ
な
い
も

の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
な
か
で
板
谷
英
(
写
真
師
の
妻
・
三
二
歳
)
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は
、
軍
事
求
蘭
ｧ
の
標
識
の
あ
る
九
二
式
重
装
甲
車
両
二
両
を
撮
影
し
た

と
し
て
書
類
送
検
見
込
の
処
分
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
行
為
に
し
て

も
、
軍
事
求
蘭
ｧ
の
表
示
に
関
心
あ
る
い
は
注
意
を
払
う
こ
と
も
な
く
、

写
真
に
よ
る
記
録
と
い
っ
た
程
度
の
軽
い
気
持
ち
か
ら
発
し
た
行
為
に

過
ぎ
な
い
と
見
る
の
が
常
識
的
な
判
断
で
あ
ろ
う
。
書
類
送
検
見
込
と

は
言
え
、
や
は
り
厳
し
い
処
置
で
あ
る
。

 
大
分
県
の
岐
部
逸
朗
(
無
職
・
二
八
歳
)
は
、
日
豊
線
善
光
寺
駅
よ

り
柳
ケ
瀬
駅
を
列
車
に
て
通
過
中
、
宇
佐
海
軍
航
空
所
属
の
施
設
を
無

断
で
撮
影
し
た
と
し
て
、
同
県
中
津
区
裁
判
所
よ
り
罰
金
三
〇
円
の
処

分
を
受
け
た
。
ま
た
、
広
島
県
の
タ
ン
カ
ー
船
橘
丸
求
頼
ﾖ
士
見
習
の
小

川
利
蔵
(
二
八
歳
)
は
、
船
舶
乗
組
員
と
し
て
航
行
中
、
後
日
の
参
考

あ
る
い
は
思
い
出
と
す
る
た
め
、
呉
軍
港
に
停
泊
中
の
艦
船
な
ど
を
自

己
所
持
の
日
誌
に
記
載
し
て
お
い
た
こ
と
が
第
二
条
の
「
軍
事
上
の
秘

密
を
探
知
し
又
は
収
集
し
た
る
者
は
六
月
以
上
十
年
以
下
の
懲
役
に
処

す
」
の
条
文
に
違
反
し
た
と
し
て
、
山
口
地
方
裁
判
所
検
事
局
に
送
致

さ
れ
、
結
局
は
起
訴
猶
予
処
分
と
な
っ
た
。

頻
繁
化
す
る
検
挙
事
例
●

 
こ
れ
ら
の
例
は
、
結
果
と
し
て
軍
求
藍
ﾛ
護
磨
翌
ﾉ
よ
る
実
刑
を
免
れ
た

が
、
同
磨
莱
?
ｳ
案
以
前
と
比
較
し
て
、
軍
事
秘
密
保
護
へ
の
当
局
の
対

応
の
厳
し
さ
を
明
白
に
し
た
事
件
と
言
え
る
。
以
後
こ
う
し
た
類
の
検

挙
事
件
が
頻
発
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
『
外
事
警
氏
頼
T
況
』
(
第
五
巻
・

昭
和
一
四
年
)
に
は
、
昭
和
一
四
年
中
期
ま
で
の
軍
求
藍
ﾛ
護
磨
来
癆
ｽ
に

よ
る
検
挙
者
は
三
三
二
人
(
内
外
国
人
四
三
人
)
を
数
え
た
と
記
録
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち
有
罪
判
決
を
受
け
た
「
違
反
者
」
は

五
人
(
外
国
人
一
名
を
含
む
)
に
過
ぎ
ず
、
検
挙
の
割
合
に
は
有
罪
判

決
率
は
極
め
て
低
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
記
述
し
た

よ
う
な
事
件
の
内
容
が
明
ら
か
に
確
信
犯
・
故
意
犯
に
よ
る
行
為
で
は

な
く
、
「
軍
事
上
の
秘
密
」
を
全
く
偶
然
に
知
得
・
領
有
し
た
も
の
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
ゅ
う
ち
ょ

過
ぎ
ず
、
当
局
と
し
て
も
こ
れ
を
有
罪
判
決
す
る
こ
と
に
躊
躇
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

 
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
検
挙
人
数
が
わ
ず
か
二
年
余
り
の
間
に
三

〇
〇
人
を
越
し
て
い
る
の
は
、
当
局
が
事
件
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と

な
く
検
挙
な
ど
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

軍
事
体
制
が
進
行
す
る
な
か
で
、
軍
事
秘
密
保
護
に
過
度
に
神
経
を
と

が
ら
せ
て
い
た
当
局
が
、
国
民
の
前
に
軍
事
秘
密
保
護
の
重
大
さ
を
認

識
さ
せ
る
意
味
で
、
一
種
の
威
嚇
効
果
を
狙
っ
て
の
検
挙
・
摘
発
に
及

ん
だ
結
果
と
み
て
よ
い
。

 
太
平
洋
戦
争
開
始
直
前
の
一
九
四
〇
(
昭
和
一
五
)
年
に
入
る
と
、

軍
求
藍
ﾛ
護
磨
来
癆
ｽ
事
件
例
へ
の
処
罰
の
程
度
が
従
来
と
若
干
異
な
っ
て

く
る
。
『
外
事
警
氏
頼
T
況
』
(
第
六
巻
・
昭
和
一
五
年
)
に
は
、
一
九
四

〇
年
以
降
の
事
件
例
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

 
例
え
ば
、
丸
山
倍
量
治
(
井
戸
堀
業
・
五
〇
歳
)
は
、
北
海
道
網
走

郡
美
幌
字
稲
美
お
よ
び
同
町
字
都
橋
に
あ
る
海
軍
飛
行
場
施
設
工
事
に

て
井
戸
堀
作
業
中
、
当
該
地
域
が
軍
求
藍
ﾛ
護
磨
卵
謌
齠
�
�
ﾉ
よ
り
測
量 131
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な
ど
の
禁
止
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
地
域

の
地
図
を
入
手
し
た
こ
と
が
同
磨
来
癆
ｽ
に
問
わ
れ
た
と
あ
る
。
丸
山
は

作
業
中
、
同
地
域
に
鉄
鉱
脈
を
発
見
し
、
仲
間
と
共
謀
し
て
こ
れ
を
採

戟
翌
ｷ
る
計
画
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
当
違
反
例
は
、
地
図
の

入
手
が
す
で
に
厳
し
く
管
理
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
証
拠
例
で

も
あ
っ
た
。

 
同
様
な
例
と
し
て
、
小
野
元
応
(
東
京
魚
商
組
合
書
記
長
.
 
三
六

歳
)
は
、
組
合
発
行
の
名
簿
発
行
に
際
し
、
東
京
市
中
央
卸
市
場
築
地

本
場
前
掲
の
航
空
写
真
を
無
許
可
撮
影
し
、
こ
れ
を
組
合
員
名
簿
の
口

絵
に
挿
入
し
た
と
し
て
軍
求
藍
ﾛ
護
磨
来
癆
ｽ
に
問
わ
れ
、
八
月
一
七
日
に

東
京
刑
事
地
方
裁
判
所
検
事
局
へ
記
録
を
送
致
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
も
同
磨
卵
謌
齠
�
�
ﾌ
第
二
項
に
違
反
し
た
と
し
て
処
罰
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

 
ま
た
、
内
田
秀
雄
(
郵
便
局
長
・
四
五
歳
)
の
よ
う
に
、
観
光
中
に

東
京
湾
要
塞
地
帯
館
山
市
船
形
所
在
の
船
形
観
音
の
形
状
を
写
真
撮
影

し
た
と
し
て
要
塞
地
帯
磨
来
癆
ｽ
に
問
わ
れ
た
例
や
、
要
塞
地
帯
と
さ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
い
び

て
い
た
下
関
市
側
の
山
形
が
風
光
明
媚
で
あ
っ
た
た
め
、
他
意
な
く
写

真
撮
影
し
た
こ
と
が
要
塞
地
帯
磨
翌
ﾉ
問
わ
れ
た
石
原
房
(
二
四
歳
・
無

職
)
、
青
森
発
青
函
連
絡
船
津
軽
丸
の
船
上
か
ら
要
塞
地
帯
と
さ
れ
た

函
館
山
を
撮
影
し
た
と
し
て
、
同
じ
く
同
磨
翌
ﾉ
問
わ
れ
た
江
尻
貞
三

(
三
二
歳
・
職
工
)
な
ど
の
例
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
軍
当
局

が
戦
争
を
直
前
に
控
え
、
次
第
に
緊
迫
し
た
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
と
同
時
に
、
国
民
側
か
ら
す
れ
ば
、
日
常
的
な
普
段
の
行
為
が
い
つ

で
も
軍
事
秘
密
の
取
得
・
収
集
行
為
と
し
て
摘
発
さ
れ
、

危
険
性
の
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

処
罰
さ
れ
る

現
在
に
も
頻
発
す
る
同
質
の
問
題
●

 
以
上
、
軍
求
藍
ﾛ
護
磨
欄
刪
癆
ｽ
と
し
て
国
家
に
よ
る
縛
り
や
監
視
の
な

 
 
 
 
 
 
 
 
じ
ゅ
う
り
ん

か
で
基
本
的
な
人
権
が
躁
踊
さ
れ
て
い
っ
た
事
例
を
紹
介
し
て
き
た
。

だ
が
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
事
例
は
決
し
て
戦
前
に
限
ら
れ
た
も
の
で
な

い
こ
と
を
も
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

 
例
え
ば
、
言
論
や
表
現
の
自
由
に
よ
っ
て
、
あ
る
べ
き
自
由
社
会
の

充
実
を
希
求
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
記
憶
に
新
し
い
事
件
が
起
き
て
い

る
。
そ
れ
は
二
〇
〇
四
年
に
起
き
た
立
川
反
戦
ビ
ラ
配
布
事
件
で
あ

る
。
そ
れ
は
立
川
自
衛
隊
監
視
テ
ン
ト
村
の
メ
ン
バ
ー
三
名
が
自
衛
隊

イ
ラ
ク
派
兵
反
対
を
呼
び
か
け
た
ビ
ラ
を
自
衛
隊
東
立
川
駐
屯
地
の
官

舎
個
別
郵
便
受
け
に
投
函
し
た
こ
と
か
ら
、
住
居
侵
入
の
容
疑
で
逮
捕

さ
れ
、
起
訴
さ
れ
る
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
同
事
件
で
は
釈
放
さ
れ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご
う
り
ゅ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

ま
で
七
五
日
間
と
い
う
異
例
の
長
期
勾
留
と
接
見
禁
止
の
処
置
が
執

ら
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
一
二
月
、
東
京
地
裁
八
王
子
支
所
は
、
住
居
侵

入
罪
の
成
立
を
否
定
し
被
告
人
に
無
罪
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
公
判
中

で
も
弁
護
側
証
人
と
し
て
出
廷
し
た
憲
磨
頼
w
者
の
奥
平
康
弘
が
、
住
居

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
く
だ
つ

侵
入
罪
な
ど
の
一
般
磨
翌
ﾉ
よ
っ
て
言
論
の
自
由
を
剥
奪
す
る
手
磨
翌
ﾍ
戦

前
の
回
帰
と
す
る
指
摘
を
行
う
な
ど
、
事
件
の
背
景
に
あ
る
言
論
弾
圧

へ
の
実
体
を
批
判
し
た
。
治
安
維
持
磨
翌
ﾈ
き
現
在
に
あ
っ
て
、
国
家
へ
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の
批
判
を
封
ず
る
手
段
と
し
て
住
居
侵
入
罪
な
ど
一
般
磨
翌
ﾉ
よ
る
犯
罪

立
件
は
多
用
さ
れ
て
き
た
が
、
同
事
件
は
そ
の
一
例
で
あ
っ
た
。

 
こ
の
事
件
は
一
審
で
結
審
す
る
こ
と
な
く
原
告
側
が
控
訴
し
た
。
そ

の
結
果
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
九
日
、
東
京
高
等
裁
判
所
は
、
第
一
審

判
決
を
破
棄
自
判
し
、
被
告
人
に
罰
金
二
〇
万
円
か
ら
一
〇
万
円
の
判

決
を
言
い
渡
し
た
。
判
決
の
骨
子
は
、
被
告
人
ら
を
住
居
侵
入
罪
で
処

罰
し
て
も
憲
磨
欄
�
齒
�
鼾
?
ﾅ
保
障
し
た
表
現
の
自
由
を
侵
す
も
の
で

な
い
、
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
高
裁
の
逆
転
有
罪
判
決
は
、
住
居
侵

入
罪
に
よ
っ
て
事
実
上
表
現
の
自
由
に
規
制
を
加
え
る
も
の
で
あ
っ

た
。 

さ
ら
に
触
れ
て
お
く
べ
き
は
、
去
る
六
月
六
日
、
日
本
共
産
党
の
志

位
委
員
長
が
記
者
会
見
で
明
ら
か
に
し
た
一
件
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

陸
上
自
衛
隊
の
情
報
保
全
隊
が
、
イ
ラ
ク
派
兵
時
に
日
本
全
国
で
行
わ

れ
た
派
兵
反
対
を
掲
げ
る
運
動
団
体
の
動
向
や
個
人
の
発
言
を
全
国
規

模
で
収
集
し
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
国
民
監
視
と
も

受
け
取
れ
る
行
為
で
あ
り
、
小
論
で
簡
約
し
て
き
た
日
中
戦
争
下
で
本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ど
う
か
つ

格
化
す
る
国
民
監
視
と
三
三
の
歴
史
と
あ
ま
り
に
も
酷
似
す
る
。

 
自
衛
隊
内
部
資
料
が
自
衛
隊
関
係
者
か
ら
い
か
な
る
理
由
で
提
供
さ

れ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
今
回
明
ら
か
に
さ
れ
た
国
民
監
視
業
務

制
研
究
に
お
い
て
も
重
要
度
の
高
い
課
題
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
も

の
で
も
あ
る
。
今
回
の
問
題
は
、
自
衛
隊
の
国
民
監
視
体
制
が
相
当
進

ん
で
い
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
国
民

監
視
業
務
の
実
態
の
一
端
を
垣
間
見
る
求
莱
?
ﾆ
な
っ
た
と
言
え
る
。
今

後
に
お
い
て
は
、
国
民
監
視
か
ら
統
制
や
桐
喝
な
ど
が
設
定
さ
れ
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

 
満
州
事
変
か
ら
日
中
全
面
戦
争
に
か
け
て
、
国
民
監
視
と
統
制
が
強

化
さ
れ
る
過
程
で
準
戦
時
体
制
か
ら
戦
時
体
制
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た

よ
う
に
、
今
日
に
お
け
る
日
本
の
政
治
も
同
様
に
、
新
た
な
装
い
を
凝

ら
し
な
が
ち
も
国
民
の
監
視
と
統
制
が
、
自
公
連
立
政
権
下
に
お
い
て

強
行
さ
れ
て
い
る
実
態
に
私
た
ち
は
重
大
な
る
危
求
来
ﾓ
識
を
持
ち
、
こ

れ
に
抗
し
て
い
く
運
動
を
逞
し
く
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「
新
た
な
戦
前
」
を
迎
え
な
い
た
め
に
も
、
日
中
全
面
戦
争
七
〇
周
年

の
今
年
、
歴
史
か
ら
学
び
取
る
も
の
は
余
り
に
も
大
き
い
。

(
1
)
纐
纈
厚
『
周
辺
事
態
磨
?
新
た
な
地
域
総
動
員
と
有
事
磨
乱
ｧ
の
時
代
』

(
社
会
評
論
社
、
二
〇
〇
〇
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
2
)
陸
軍
省
『
門
司
日
記
』
昭
和
五
年
第
二
冊
(
防
衛
省
防
衛
研
究
所
戦
史

部
図
書
館
蔵
)
。

(
3
)
『
盛
行
社
記
事
』
第
七
七
六
号
・
一
九
三
九
年
五
月
。

(
4
)
 
陸
軍
省
『
密
大
日
記
』
大
正
一
五
年
第
一
冊
(
防
衛
省
防
衛
研
究
所
戦

史
部
図
書
館
蔵
)
。

(
5
)
『
公
文
雑
纂
』
一
九
三
六
年
六
月
二
五
日
(
国
立
公
文
書
館
蔵
)
。

(
6
)
私
は
同
事
件
に
触
れ
て
、
「
明
ら
か
に
逸
脱
だ
」
と
題
す
る
コ
メ
ン
ト

で
、
「
市
民
に
は
監
視
と
し
か
見
え
ず
、
萎
縮
効
果
は
小
さ
く
な
い
。
」
 
(
『
朝

日
新
聞
』
二
〇
〇
七
年
六
月
七
日
付
・
朝
刊
)
と
述
べ
て
お
い
た
。
な
お
、
小

論
で
も
触
れ
た
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
国
民
監
視
の
実
態
解
明
を
試
み
た
『
監

視
社
会
の
未
来
』
(
小
学
館
刊
)
を
今
秋
に
出
版
予
定
で
い
る
。

(
こ
う
け
つ
・
あ
つ
し
)
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